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地域サイネージは 
地域のフライヤーの電子版 
という思いからスタート



地域に密着したメディアで「いま外出している方」に


直接来店誘導や情報共有をめざす。


よく行く店舗や場所での偶発的接触による公知

自店舗
他店のサイネージ

他店のサイネージ他店のサイネージ

加盟店間で表示される広告は、原則的に 
【相互乗り入れ】



・お店の紹介ムービー


・イベント案内


・キャンペーン情報など


店舗間の排他処理やグルーピングにつ

いては、個別対応でオプション設定。

自店のサイネージ

他店のサイネージ

他店のサイネージ

他店のサイネージ

他店のサイネージ

公共施設のサイネージ

サービス



2014年にWBSへ変更
Web-based Signageについて 


東京都のICTフォーラムの模様。舛添東京都知事、遠藤オリンピック・

パラリンピック大臣へのWeb-based Signage及び サイネージの災害

対策に関してのデモを行いました。 



上田市の行政メールサービス 
緊急情報 
防災情報 
火災情報

画像化


プログラム

インフラ

あさまチャンネル


コンテンツ

専用Androidアプリ


をつかって表示

テレビ搭載のWEB


ブラウザで表示

行政情報の自動配信

独自の占いコンテンツ 
九星気学



行政情報
• メールで配信されてから、概ね15

分前後で生成


• コンテンツ表示タイミングで内容
が更新


• 後から新しい情報が送られてくる
と上書きして更新


• 新しい情報の更新がない場合は一
定時間で情報なし画面に差し替え

今後の課題

• 災害時などに複数の緊急情報が表

示される場合の対応


• 上記情報の表示までの時間の短縮



九星気学



CMS管理画面



設置例【公共施設】

780㎡の敷地に作られた女性の社会参加を支援する 
コワーキングスペース【Hanalab.Unno】 
経産省・上田市の支援で2015年4月スタート



設置例【店舗】

ブックカフェNABOHanalab.TOKIDA

2016年6月現在、上田10箇所（うち公共施設2箇所） 
佐久8箇所に設置。設置準備中の場所がその他に10箇所準備中 
課題は、Wifiの無い事業者や店舗が意外におおいこと。



今後の課題
•システム的な課題

➡HTMLコンテンツの直接表示


➡端末環境のスペック


➡ネットワーク環境


•地域メディアとしての課題

➡情報提供の簡易性や他のメディア連携


➡地域以外の情報の有無、可否、


➡行政の広報連携でのスピード感


•事業としての課題

➡広告出稿だけ、端末だけの顧客の可否


➡他の地域メディアとの連携の可否


